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北秋田市
地域おこし
協力隊

vol.63

中野 岳春 隊員

ショーン
コリガン ＮＯ.80

　
３
月
１
日
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
・
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
に
着
任
し
た
中
野
岳
春

で
す
。
趣
味
の
縄
文
遺
跡
巡
り
の
さ
な

か
、
北
の
縄
文
遺
跡
群
の
魅
力
に
呼
ば

れ
て
、
東
京
の
中
野
区
か
ら
や
っ
て
来

ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
で
の
暮
ら
し
も
、
２
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。
た
っ
ぷ
り
の
雪
に

び
っ
く
り
し
、
小
学
生
の
頃
か
ら
あ
こ

が
れ
た
白
鳥
を
間
近
に
見
た
２
月
下
旬

か
ら
日
々
暖
か
く
な
り
、
今
は
春
の
陽

気
。
縄
文
人
も
楽
し
ん
だ
で
あ
ろ
う
、

春
の
味
覚
、
ふ
き
の
と
う
、
つ
く
し
、

し
ど
け
な
ど
山
里
の
め
ぐ
み
を
採
取
し

た
り
分
け
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
昨
年
25
周
年
を
迎
え
た

伊
勢
堂
岱
遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

が
記
念
植
樹
し
た
桜
も
、
も
う
数
年
経

て
ば
花
見
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
春
に
な
っ
て
、
巡
る
四
季
と
と
も
に

あ
っ
た
縄
文
人
の
心
に
触
れ
る
鮭
の
稚

魚
放
流
イ
ベ
ン
ト
４
月
１
日
の
カ
ム

バ
ッ
ク
縄
文
サ
ー
モ
ン
。
４
月
18
日
の

Ｘ
Ｒ
デ
ジ
タ
ル
縄
文
体
験
公
開
。
冬
囲

い
の
取
れ
た
４
月
22
日
の
縄
文
遺
跡
公

開
と
活
動
も
動
き
出
し
、
自
分
も
研
修

の
一
環
と
し
て
ガ
イ
ド
の
同
行
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
、Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
業
務
の
基
礎
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
ガ
イ
ド
の
ス
キ
ル
を
磨
く
と

と
も
に
「
こ
こ
か
ら
先
は
北
の
縄
文
回

廊
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ふ

さ
わ
し
い
、
こ
こ
か
ら
縄
文
に
興
味
を

持
ち
、
近
く
の
縄
文
を
巡
り
、
暮
ら
し

に
縄
文
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
の
構
築
と
、

楽
し
く
学
べ
、
何
度
も
来
た
く
な
る
伊

勢
堂
岱
遺
跡
を
目
指
し
て
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
仕
掛
け
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
お
運
び
く
だ
さ
い
。

〜
縄
文
の
魅
力
・
伊
勢
堂
岱
遺
跡
か
ら
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
〜

き
た
あ
き
た
の

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

17
日（
月
）▽
世
界
文
化
遺
産「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
X
R
化
」事
業
報
道
発
表（
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
）

▽
業
務
ヒ
ア
リ
ン
グ（
本
庁
舎
）

18
日（
火
）▽
業
務
ヒ
ア
リ
ン
グ（
本
庁
舎
）

19
日（
水
）▽
北
秋
田
市
職
業
訓
練
協
会
入
校
式（
第
二
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
更
生
保
護
女
性
会
通

常
総
会（
コ
ム
コ
ム
）

20
日（
木
）▽
第
１
８
０
回
秋
田
県
市
長
会
定
例
会（
鹿
角
市
）

21
日（
金
）▽
業
務
ヒ
ア
リ
ン
グ（
本
庁
舎
）

24
日（
月
）▽
業
務
ヒ
ア
リ
ン
グ（
本
庁
舎
）

25
日（
火
）▽
業
務
ヒ
ア
リ
ン
グ（
本
庁
舎
）

26
日（
水
）▽
北
秋
田
市
議
会
第
２
回
臨
時
会（
議
事
堂
）▽
業
務
ヒ
ア
リ
ン
グ（
本
庁
舎
）

27
日（
木
）▽
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
通
常
総
会（
本
庁
舎
）▽
秋
田
国
道
協
議
会
通
常
総
会

（
秋
田
市
）

28
日（
金
）▽
教
育
長
任
命
書
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
野
生
鳥
獣
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
総
会（
本
庁
舎
）▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

29
日（
土
）▽
く
ま
く
ま
園
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
く
ま
く
ま
園
）

２
日（
火
）▽
故 

吉
田
仁
吉
郎
氏
叙
位
伝
達
式（
本
庁
舎
）

９
日（
火
）▽
旧
大
阿
仁
小
学
校
、旧
阿
仁
中
学
校
、前
田
小
学
校
視
察（
各
校
）

10
日（
水
）▽
北
秋
田
市
商
工
会
事
務
所
移
転
開
所
式（
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
鷹
巣
内
）

12
日（
金
）▽
北
秋
田
市
遺
族
連
合
会
総
会（
コ
ム
コ
ム
）▽
北
秋
田
市
教
育
委
員
任
命
書
交
付
式

〔
佐
藤
英
樹
氏
〕（
本
庁
舎
）

14
日（
日
）▽
北
秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

15
日（
月
）▽
北
秋
田
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
総
会（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

◇ 

４
月
16
日 
〜 

５
月
15
日

四 十 八 滝

▲第13回「カムバック縄文サーモン」
　～伊勢堂岱遺跡・湯車川にて
　　　　　　　鮭の稚魚撮影に臨む～

男女
共同参画
第11回

６
月
は

　
秋
田
県
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
活
動
へ
の

参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
秋
田
県
で
は
、

毎
年
6
月
を
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
と

定
め
て
い
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

○
女
性
の
活
躍
推
進
と
男
性
の
家
事
・
育

児
へ
の
参
画

　
誰
も
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
＝

仕
事
と
生
活
の
調
和
）
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
女
性
の
負
担
が

大
き
い
家
事
・
育
児
・
介
護
へ
の
男
性
の

参
加
が
重
要
で
す
。

　
企
業
の
経
営
者
や
管
理
者
が
意
識
を
変

え
、
労
働
慣
行
の
見
直
し
や
職
場
環
境
の

整
備
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。「
一

般
事
業
主
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
従
業

員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
る
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
計
画
期
間
と
目

標
、
対
策
や
実
施
時
期
を
定
め
ま
し
ょ
う
。

○
地
域
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
画

　
地
域
社
会
を
、
性
別
を
問
わ
ず
生
き
が

い
の
場
と
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
積
極
的
に
地
域
活
動
に
参
画
し
て
い
く

こ
と
が
出
来
る
環
境
の
整
備
が
重
要
で
す
。

　
皆
が
協
力
し
て
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を

築
け
る
よ
う
、
女
性
も
自
治
会
活
動
な
ど

に
携
わ
り
、
地
域
社
会
を
活
力
あ
る
豊
か

な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
考
え
、
実
際
に
行
動
に
移
す
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
個
々
が
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
、
と

も
に
考
え
、
と
も
に
責
任
を
担
う
社
会
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

北秋田市伊勢堂岱縄文ファン（Facebook）▼

　安の滝や三階滝、桃洞滝をはじめ「滝」の数が豊
富な北秋田。今回のテーマは、その滝の一つである
森吉中学校付近の「四十八滝」にしてみました。
　私の出身は、アパラチア山脈の麓に位置し、山と
森に恵まれており、山登りやトレッキングが盛んな
場所です。しかしながら「滝」と言われると、なぜ
かその現地の人が遥かに遠い地方にある「ナイアガ
ラ滝」や「ヨセミテ滝」などの巨大な滝をついイメー
ジしてしまうでしょう。その１人である私も、北秋
田市にきてから「静かな滝」を初めて経験できました。
　自然に囲まれながら、時の流れが一瞬止まり、世
の中のストレスが忘れられる…と、四十八滝を訪れ

た自分が感じられました。大きな滝ほど迫力がな

いかもしれませんが、より身近に味わうことができ
ます。「なんともない」からこそ癒されます。この
ように隠れている場所がたくさんあることは、私が
北秋田の好きな
ところです。
　日々の忙しさ
を忘れたく、心
を癒されたい方
は、ぜひ四十八
滝に行ってみて
ください。

た
け 

は
る


